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研究成果の概要（和文）：　児童期及び青年期の双生児と両親を対象とした「学力と生きる力のふたご家族調
査」の第3回調査を、2022年3月に実施した。協力世帯は744家庭であり、2003年から2010年生まれの小学5年生か
ら高校3年生までの双生児736組、父親592名、母親734名から回答を得た。
　学力の個人差には遺伝要因が顕著に寄与していたが、特に小学生においては、十分な共有環境の影響も認めら
れ、欧米とは異なる日本の教育の独自性が指摘された。情動知能と表情認知という非認知スキルの個人差につい
ても、遺伝要因が大きく影響していたが、その発達（変化）の主要因は環境要因であり、教育による変化の可能
性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The third survey of twins in childhood and adlescence as well as their 
parents was conducted in March 2022. There were 744 cooperating families, and responses were 
collected from 736 pairs of twins, 592 fathers and 734 mothers. The twins were born between 2003 and
 2010, and the grade at the time of the survey ranged from Grade 5 to high school students.
Genetic factors contributed significantly to individual differences in academic performance, but the
 influence of shared environment was also observed, particularly among primary school children, 
pointing to the uniqueness of Japanese education, which differs from that in the West. Genetic 
factors also had a significant influence on individual differences in the non-cognitive skills of 
emotional intelligence and facial expression recognition, but the main factor in their development 
(change) was environmental factors, suggesting the possibility of change through education.

研究分野： 教育心理学　行動遺伝学

キーワード： 遺伝と環境 　学力　非認知能力　双生児
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、小学生から高校生までの双生児とその両親を縦断デザインで追跡し、さらにそのデータを全国から
無作為抽出された家庭の子どもデータと統合させることを試みた。行動遺伝学分析は、認知能力と非認知能力の
双方の形成において、遺伝要因と環境要因が複雑に絡み合いながら個人差を形成している様相を明らかにした。
児童期・青年期という発達段階に特有な環境要因の効果を、遺伝要因を統制することにより明らかにできたこと
は、本研究方法を用いなければ得ることのできない大きな成果である。今後も縦断調査を重ね、児童期から成人
期初期に至るまでの、長期に及ぶ発達プロセスに作用する要因の追究を継続していく予定である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 

認知能力・非認知能力の発達に関する研究は、教育・発達研究領域において世界的注目を集めて
いる。しかしこれまでの研究は、① 認知・非認知能力のいずれかのみに着目し、② 乳幼児期の種々
の要因を発達の規定因として想定し、③ 認知・非認知能力の個人差とその発達の規定因との表面的
な関連性を記述したに過ぎないという限界を有していた。 

こうした限界を克服し、認知・非認知能力の相互協調的な発達の様相を明らかにし、その規定因
との関連を原因論的レベルから解明するために、研究代表者と研究分担者は、小中学生の双生児と
その両親を対象とした「学力と生きる力のふたご家族調査」を展開し、2018 年に第 1 回調査を、
2020 年に第 2 回調査を実施した。本研究課題は、このパネル構造の延長線上にさらなる調査を繰り
返し、測定時点数を 3 時点へ拡張することで、洗練された統計モデルを適用し、より精緻で安定し
た結果を得るために開始されたものである。 

研究代表者と研究分担者は、家族を対象としたパネル調査研究と、双生児を対象とした行動遺伝
学研究に従事してきた。パネル調査研究は、全国からランダム抽出した世帯に居住する子どもとそ
の家族を対象とするため、サンプルの代表性が確保され、変数の分布や変数間の関連性、家族内伝
達の様相を描くことが可能である。しかしそれらを生み出す要因について、原因論的なメカニズム
の検討はできない。他方、行動遺伝学研究は、双生児という特殊なサンプルに依存するが、認知・
非認知能力の個人差や、他の変数との間の関連性について、それらを生じさせているのが遺伝なの
か環境なのかという原因論的な検証を可能とする。そこで本研究では、これら 2 つの研究手法を有
機的に統合し、両手法の長所を相互補完的に補うこととした。 

 
２． 研究の目的 

児童期・青年期の子ども達の認知能力と非認知能力の相互協調的な発達過程と、その発達を規定
する要因との関連性を、遺伝と環境という原因論的なメカニズムの観点から明らかにすることであ
る。 

 
３． 研究の方法 
1） 調査対象者 

 2003 年 4 月から 2011 年 3 月までに生まれ、『慶應義塾ふたご行動発達研究センター』内の
『首都圏ふたごプロジェクト』研究協力レジストリに登録のある双生児約 2000 組とその両親を
対象とした郵送調査を行った。協力世帯は 744 家庭であり、小学 5 年生から高校 3 年生までの
双生児 736 組、父親 592 名、母親 734 名から調査票の回答を得た。 

2) 調査項目 
双生児：数学・国語・推論の学力、状況理解、勉強時間、進学希望、価値観、QOL、情動的知能、

表情認知、感覚感受性、Grit、卒業後の進路、読書・新聞閲読習慣、反社会的パーソナリティ、
CU 特性、批判的思考態度、新型コロナウイルス感染症対策、ライフイベント 

父親・母親：年齢、職業、収入、学歴、養育費支出、読書・新聞閲読習慣、子どもの成績、子どもへ
の進学期待、家庭内文化資本、価値観、性格、批判的思考態度、教育観、反社会的パーソナリ
ティ、新型コロナウイルス感染症対策 

 



４． 研究成果 
1） 行動遺伝学からみた学力格差―子どもの学力に個人差を作る要因は何か 

小中学生の学力格差を作る要因には、遺伝と共有環境双方の影響が確認されたが、日本では西欧
諸国と比較して、共有環境が寄与する程度がより大きいという特殊性が指摘された。また、親の収
入と子どもの学力との正の相関は、遺伝的能力の継承を示している可能性が提起された。（日本社会
心理学会第 62 回大会にて発表） 
2） 父親による養育と子どもの情動知能の発達 

非認知能力の一つとしてあげられる情動知能の発達に関し、養育行動がどれほどの関連を持つか
を検討すべく、4 変量コレスキーモデル (Figure 1) を用いた行動遺伝分析を試みた。1 時点目と 2
時点目の父親による養育量の多寡が、非共有環境要因を介して 2 時点目の情動知能と関連すること
が示された。父親による養育は、就学期の子どもの情動知能の発達に正の効果を持つ可能性が示唆
された。（日本社会心理学会第 62 回大会にて発表） 

 

 

Figure 1.  4 変量コレスキーモデルとその標準化推定値 
注. 破線のパスは統計的に有意でなかったため、推定値は掲載していない。 
 

3） 子どもの認知能力と心理的適応をつなぐ遺伝と環境―双生児データを用いた行動遺伝学的検
討 

学力と子どもの適応感が相関する原因を遺伝要因と環境要因レベルから検討した。学力と最も高
い相関を示した適応感次元は、学校への適応感であり、両者は共通の共有環境要因で強固に結びつ
いていた。他方、両者に共通の遺伝要因の影響も見出された。（日本社会心理学会第 63 回大会にて
発表） 
4） 小中学生の学力の発達に寄与する遺伝と環境―双生児家族調査と全国家族パネル調査統合の

試み 
双生児データに全国家族パネル調査による単胎児きょうだいデータを統合した遺伝分析より、小

学生の学力に及ぼす「共有環境」の影響には、双生児ならではの経験の影響や、ふたりの相互作用
が含まれている可能性が示された。双生児データのみを用いて統計学的に得られた「共有環境」要



因の影響が、一般化可能であるのか、精緻な検討が必要であることが示唆された。(日本発達心理学
会第 34 回大会にて発表) 
5） 児童期後期・青年期の社会情緒的コンピテンスの発達における遺伝と環境 

非認知能力に含まれる情動知能と表情認知能力の発達に関し、3 時点の縦断データからその発達
の個人差における遺伝要因と環境要因の寄与を検討した。潜在成長モデルを適用し、その切片と傾
き、および時点特有の残差分散を遺伝要因と環境要因に分解したところ (Figure 2)、自己報告式の
検査から測定される情動知能は、その変化 (傾き) の個人差に対する統計的に有意な遺伝要因の寄
与が認められた (Figure 3)。表情認知課題に関しては、その変化 (傾き) の個人差は非共有環境要
因の寄与が認められた (Figure 4)。特に能力としての情動知能ということができる表情認知能力は、
教育による変化の可能性が示唆された。(日本発達心理学会第 34 回大会にて発表) 
6） Genetic and environmental contributions to change and stability of emotional intelligence in 

Japanese teens 
非認知能力に含まれる情動知能の発達に関し、情動知能の下位尺度の違いに着目し、その発達の

個人差に対する遺伝と環境の寄与を検討した (Figure 2)。情動の表出と他者情動の理解に関する側
面は、その変化 (傾き) は非共有環境により有意に説明されたが、自身の情動の制御に関しては、遺
伝要因がその分散を説明していた。情動知能の下位側面により、発達のメカニズムがやや異なる可
能性が示唆された。 (2023 Personality Series にて発表) 

 

 
Figure 2.  行動遺伝潜在成長モデル 



 
Figure 3.  情動知能における遺伝要因と環境要因の寄与 

 

 
Figure 4.  表情認知能力における遺伝要因と環境要因の寄与 
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